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の一環として纏め上げた成果でもある。（成果の一部は、Top 25 Hottest 
































































「Defects in a-Si:H」（共著）Disorderd Semiconductors,  ed. M. A. Kastner, C. A. 
Thomas, and S. R. Ovshinsky,  pp.415-424 （1987） Plenum Publishing
２．代表的な研究論文
　１「 Photoelastic Analysis of Stress Waves in Building subjected 
toVertical Impact under Laboratory Earthquake Experiments」（共
著） International Journal of Impact Engineering, 36 pp.1150-1155 
（2009）（Elsevier発行）
　２「 Analysis of Geometric Effects on Stress Wave Propagation in 
Epoxy Resins of Plate-Like Structure by Dynamic Photoelasticity 
Combined with Strain Gauge」（共著）Japanese Journal of Applied 
Physics , 47 pp.4676-4681 （2008）（応用物理学会発行）
　３「 High-speed Photoelastic Stress Analysis of Axially-impacted 
Finite Column」（共著）Experimental Mechanics -An International 







　３「 Analysis of Stress Waves in Plate-like Structures by Means of 
High Speed Photoelasticity」Proc. 5th Int. Conf. Mechanics of 









































































































汗をかく」を大前提として授業を構成する。    
　３．授業スケジュール
第 １ 回　 体育実技の方針について（名簿作成・評価基準・授業の
流れ・出欠確認方法・約束ごと等の確認）































































日　　時 月　日 曜日 限目 キーワード
学籍番号 　 氏　名
参加種別 ① ②

























































前期Ⅰ ２１ ５ ４９ ７５
後期Ⅱ ３０ 　５＊ ７ ４３
２０１０
前期Ⅰ ２８ ９ ２０ １２ １５ ８４
後期Ⅱ ２３ ８ １６ ７ １２ ６６
２０１１
前期Ⅰ ３６＋１２ ２９ ３６ ９４ ２０７
後期Ⅱ ５４ ３７ ３２ １４ ３５ １７２
２０１２
前期Ⅰ ４４＋１３ ５４ ３３ １４ ２４ １８２
後期Ⅱ ５６ ２５＋２２ １３ １４ ２４ １５４
２０１３
前期Ⅰ ４１＋１１ ９８ ４１ １４ １７ ２２２
















































































－ １４ ０ ０ ０ １
２ － ６ ０ ０ ０ ０
生命環境 １ ５ ４ ０ ０ １ ０ ０








－ １９ ３ ３ １ ０
２ － １ １ ０ ２ ０




５ １ ０ ０ ０ ０
４ － ０ ０ ０ １ ０
４１ ２８（６２％） ６（１３％）
表６　　２０１０年度　前期　体育実技Ⅰ　成績




－ １４ ２ ０ １ ０




１ ４ １ ０ ３ ０
２ ０ ０ ２ ０ ０ ０
情　　シ １ ２０ ６ １２ ２ ３ ６ ０
情　　社 １ １２ － ８ ２ ０ ０ ２
心　　理 １ １５ － １１ １ ２ １ ０
８６ ５６（６５％） ２３（２７％）
表７　　２０１０年度　後期　体育実技Ⅱ　成績




－ １４ ５ ０ １ １
２ － １ ０ ０ ０ ０
４ － ０ ０ ０ ０ １
生命環境 １ ８ ３ ４ ０ ０ ０ １
情　　シ １ １６ ８ ６ １ ０ ０ １
情　　社 １ ７ － ５ １ ０ ０ １








－ ４５ ３ ０ ０ ０




１８ ９ １ ０ ０ １




１５ １５ １ ０ ０ ３
３ １ １ ０ ０ ０ ０
情社・心理 １ ９４ － ５２ １４ １４ １４ ０
２１１ １５７（７４％） １８（９％）
表９　　２０１１年度　後期　体育実技Ⅱ　成績




－ ３１ １１ ８ ０ ３




１１ １０ ８ ４ ０ ３
２ ０ １ ０ ０ ０ ０




０ ５ ３ ４ ０ ４
２ ０ ０ ０ ０ ０ １




－ ４ ３ ０ ０ ６




－ １１ ６ ６ １ ８
２ － ０ ０ ０ ０ ２
１７２ ８０（４７％） ３０（１７％）
表１０　　２０１２年度　前期　体育実技Ⅰ　成績




－ ２５ ２３ ４ ３ ０




１８ １８ １２ ３ １ １




６ １２ ２ ３ ６ ０
３ １ １ １ １ ０ ０








－ ３３ ９ ９ １ ２




２１ １０ ８ １ ３ ２
２ ０ ０ １ ０ ０ ０




３ ０ ２ ０ １ １
２ ０ ０ ０ ０ ０ １




－ ８ ３ ０ １ １




－ １４ １ １ ５ ２
２ － ０ ０ １ ０ ０
１５４ ９３（６０％） ２２（１４％）
表１２　　２０１３年度　前期　体育実技Ⅰ　成績




－ １５ １４ ７ ６ ０




５８ ２０ ９ ３ ７ ０




１２ １１ １０ ３ ３ ０
４ － ０ ０ １ １ ０
情　　社 １ １４ － １０ １ ２ １ ０
心　　理 １ １７ － ９ ４ ３ １ ０
２２１ １４１（６４％） ２２（１０%）
表１３　　２０１３年度　後期　体育実技Ⅱ　成績




－ １７ ７ ８ ７ ０
２ － １０ ４ １ ５ ０




－ ０ ０ ０ １ ０




－ ６ ０ １ ３ ０
２ １ ０ ０ ０ ０











２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３
工　学　部
５４人
４．０％
４９人
４．２％
４１人
３．７％
５２人
４．３％
４３人
３．１％
７４人
５．１％
５８人
３．７％
人間社会
学　　部
５２人
６．３％
３８人
５．０％
３９人
５．１％
４９人
６．５％
４３人
５．９％
４０人
５．６％
３０人
４．５％
表１５　体育実技履修者の退学人数（含除籍者）
２００９年度　体育実技Ⅰ　機械　３／２１、生命　２／５
　　　　　　　体育実技Ⅱ　機械　０／２６、生命　０／４
２０１０年度　Ⅰ　機械　２／２８、生命　３／９、情シ　２／２０
　　　　　　　　　心理　５／１５
　　　　　　　Ⅱ　機械　３／２１、生命　１／８、情シ　１／１６
　　　　　　　　　情社　２／７、心理　３／１１
結論
　大学生の体育実技に期待するもの、個々人の健康観と運動の接点（楽し
さ・コミュニケーション力）を持ちえているのかの現況を把握する。それ
と、長期欠席者や退学者の対策として体を動かすことでの結果は、成果を
上げていると思われる。
　スポーツの「プレイ論」的理解のもとに、「楽しい体育」論（運動目的・
内容論の体育）を展開し、体育学習における「運動の楽しさ」を理解でき
るように強調してきた。
　生涯学習につながる、健康増進や体力づくりについて学ぶ機会を提供す
26
る種目として、最初に掲げたものより、フラフープ・バランスボール・縄
跳び等取り入れ、レクレーション・軽スポーツにも学生の要望に対応した。
　さらに、受講者が生涯スポーツにつながる指導ができるようになればよ
いと考えている。
　また、２年生にも全体で２コマ履修できるようにできるという希望があ
り、今後の課題である。
